
新年のあいさつ・・・・・・・・・ P2～P3

むらづくりのキャッチフレーズ　「心身再生の郷」

・・・・・・・・・・・ Ｐ4～P11
・・・ Ｐ12～Ｐ15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ16～Ｐ19

議会だより・税の作文・カメラスケッチ・人事行政の公表
お知らせ・民生児童委員・地域雇用創造協議会・介護保険会計決算
国保だより・保健だより・国民年金・人のうごき

議会だより・税の作文・カメラスケッチ・人事行政の公表
お知らせ・民生児童委員・地域雇用創造協議会・介護保険会計決算
国保だより・保健だより・国民年金・人のうごき

・・・・・・・・・・・ Ｐ4～P11
・・・ Ｐ12～Ｐ15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ16～Ｐ19

新年のあいさつ・・・・・・・・・ P2～P3



22

昨
年
１
年
間
の
村
の
出
来
事

【
１
月
】

３
日　

成
人
式
で
43
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

10
日　

第
56
回
十
津
川
村
駅
伝
大
会（
上
野
地
〜
西
川
中
）

18
日　

消
防
出
初
式（
村
消
防
団
・
南
吉
野
支
部
連
合
）

21
日　

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
村
お
こ
し
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
ホ
テ
ル
昴
）

26
日　

第
１
回
臨
時
会

31
日　

昴
の
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会（
約
４
０
０
人
が
参
加
）

【
２
月
】

24
日　

第
２
回
臨
時
会

　
　
　

新
中
学
校
名
が「
十
津
川
中
学
校
」に
決
定

【
３
月
】

６
日　

市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会（

鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
）

８
日　

第
１
回
定
例
会（
８
日
〜
16
日
）

20
日　

北
部
３
小
学
校
閉
校

　
　
　
（
20
日
三
村
小
・
21
日
上
野
地
小
・
22
日
二
村
小
）

26
日　

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
稼
働

28
日　

中
山
間
地
の
ま
ち
・
む
ら
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
住
民
ホ
ー
ル
）

【
４
月
】

上
旬　

十
津
川
中
学
校
建
設
に
着
手

６
日　

十
津
川
第
一
小
学
校
開
校
・
通
学
バ
ス
運
行
開
始

【
５
月
】

７
日　

第
３
回
臨
時
会（
副
議
長
の
選
出
な
ど
）

８
日　

小
辺
路
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク（
高
野
山
〜
三
浦
）

30
日　

第
33
回
子
ど
も
会
大
会（
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
６
月
】

６
日　

西
川
第
一
小
・
校
舎
移
設
に
伴
う
最
後
の
運
動
会

７
日　

村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
郷
士
く
ん
」

　
　
　

お
披
露
目（
県
庁
記
者
ク
ラ
ブ
）

て
、国
に
対
し
て
も
整
備
事
業
費
の
県
負
担
を

行
っ
て
整
備
促
進
し
て
い
く
と
明
言
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
守

り
、経
済
基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め
、今
年
も

国
・
県
に
対
し
て
強
く
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　

林
業
で
は
、村
の
木
材
を
活
用
す
る
に
あ

た
り
、製
材
や
乾
燥
な
ど
を
行
う
木
材
加
工

流
通
施
設
が
森
林
組
合
に
よ
り
整
備
さ
れ

ま
す
。
こ
の
施
設
の
整
備
で
、付
加
価
値
の

あ
る
木
材
製
品
の
生
産
・
販
売
が
可
能
と
な

り
、村
の
木
材
需
要
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、村
有
林
で
持
続
可
能
な
森
林
経

営
を
行
い
、二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と

の
認
証
を
受
け
、企
業
に
吸
収
量
を
販
売

し
、そ
の
資
金
で
森
林
経
営
を
行
う「
カ
ー

ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
」制
度
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、福
祉
の
面
で
は
、更
な
る
福
祉
施

策
の
充
実
を
図
る
た
め
、地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る「
中
間
施
設(

安
心

拠
点)

」の
整
備
に
向
け
て
村
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
賜
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
４
月
、五
條
市
消
防
本
部
へ
の
消
防

事
務
委
託
を
実
施
し
、12
月
か
ら
北
部
３
区

が
五
條
市
消
防
署
大
塔
分
署
の
管
轄
と
な

り
ま
し
た
。
南
部
の
４
区
は
、十
津
川
分
署

（
仮
庁
舎
）を
整
備
し
て
、今
年
12
月
か
ら
の

対
応
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の

安
心
安
全
に
資
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

産
業
の
振
興
、教
育
・
福
祉
の
充
実
等
を

図
る
村
政
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、本

年
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、村
政
伸
展
に
多
大
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、置
村
１
２
０
年
の
節
目
の
年

で
、水
害
慰
霊
碑
の
建
立
や
十
津
川
郷
士
展

な
ど
、先
人
の
功
績
に
思
い
を
は
せ
る
取
り

組
み
を
行
い
ま
し
た
。
一
方
、経
済
大
国
と

な
っ
た
日
本
で
は
、大
切
な
心
を
何
処
か
に

置
き
忘
れ
た
よ
う
な
不
安
さ
が
あ
り
、先
人

か
ら
守
り
続
け
て
き
た「
魂
」や「
心
」を
置

き
去
り
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
す
。
十
津
川
の
誇
り
を
胸
に
、村

政
の
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、国
道
１
６
８
号
は
、村
民
の
生
活
・

経
済
基
盤
を
支
え
る「
命
の
道
」で
す
。
奈
良

県
で
は
こ
の
国
道
１
６
８
号
の
整
備
に
つ
い

十津川村長　
　　更 谷 慈 禧

村の資源に付加価値をつけ
　 木材の利用・林業の振興を推進します

新年の
　ごあいさつ
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十津川村議会議長　
　　　　　松 實 豊 隆

12
日　

小
辺
路
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク（
三
浦
〜
本
宮
大
社
）

13
日　

平
谷
小
・
校
舎
移
設
に
伴
う
最
後
の
運
動
会

14
日　

第
２
回
定
例
会（
14
日
・
15
日
）

29
日　

源
泉
か
け
流
し
全
国
温
泉
サ
ミ
ッ
ト（
ホ
テ
ル
昴
）

【
７
月
】

15
日　

国
民
保
養
温
泉
地
協
議
会
総
会（
住
民
ホ
ー
ル
）

17
日　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
曽
爾
村
）

29
日　

新
十
津
川
町
の
児
童
生
徒
が
来
村（
29
日
〜
30
日
）

下
旬　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ア
ー
サ
ー
・
リ
ム
・
バ
ニ
エ
ス
さ
ん
が
帰
国

【
８
月
】

３
日　

子
ど
も
農
山
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
上
旬
・
下
旬
）

４
日　

つ
り
橋
ま
つ
り（
上
野
地
駐
車
場
周
辺
）

20
日　

水
害
慰
霊
祭
・
置
村
１
２
０
年
記
念
式
典（

古
ル
野
）

21
日　

ふ
れ
あ
い
物
語（
昴
の
郷
多
目
的
広
場
）

下
旬　

谷
瀬
の
吊
り
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

【
９
月
】

１
日　

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ハ
ー
ト
リ
ー
さ
ん
が
赴
任

14
日　

第
３
回
定
例
会（
14
日
〜
16
日
）

27
日　

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
十
津
川
村
が
加
盟

【
10
月
】

11
日　

第
64
回
十
津
川
村
体
育
大
会（
上
野
地
中
学
校
）

14
日　

携
帯
電
話
エ
リ
ア
拡
大（
西
中
地
区
ほ
か
９
地
区
）

23
日　

小
辺
路
リ
レ
ー
ウ
ォ
ー
ク（
高
野
山
〜
本
宮
大
社
）

【
11
月
】

１
日　

十
津
川
郷
士
特
別
展

　
　
　
（
歴
史
民
俗
資
料
館
・
〜
今
年
５
月
31
日
ま
で
）

　
　
　

第
30
回
十
津
川
村
文
化
祭（
〜
３
日
）

14
日　

土
砂
災
害
防
災
訓
練（
神
納
川
区
）

21
日　

小
辺
路
マ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
ｉ
ｎ
十
津
川

【
12
月
】

１
日　

五
條
市
消
防
署
大
塔
分
署
拡
充
運
用
開
始

　
　
　
（
北
部
３
区
の
消
防
事
務
を
委
託
す
る
）

14
日　

第
４
回
定
例
会（
14
日
・
15
日
）

決
し
て
対
岸
の
火
事
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
今
後
も
、注
視
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
言
え
ま
す
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、景
気
の
先
行
き
に

明
る
い
兆
し
が
見
え
な
い
ま
ま
、一
年
が

過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
企
業
の
倒

産
や
経
営
合
理
化
の
為
の
リ
ス
ト
ラ
に

よ
る
失
業
者
の
増
な
ど
生
活
に
対
す
る

不
安
要
素
が
取
り
除
か
れ
る
こ
と
が
な

く
、消
費
は
一
部
の
業
種
を
除
い
て
冷
え

込
む
一
方
の
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、林
業
振
興
、

医
師
確
保
を
始
め
と
す
る
安
心
・
安
全

な
生
活
基
盤
の
確
保
な
ど
、本
村
が
こ
れ

か
ら
歩
む
道
筋
を
し
っ
か
り
と
見
定
め
、

行
政
と
議
会
が
互
い
に
協
力
し
あ
い
、村

政
進
展
に
向
け
て
全
力
を
傾
注
す
る
覚

悟
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、先
の
定
例
会
で
可
決

成
立
し
ま
し
た
議
会
基
本
条
例
の
も
と
、

議
会
報
告
会
な
ど
を
行
う
予
定
と
し
て

お
り
ま
す
。
積
極
的
に
議
会
改
革
を
推

し
進
め
、開
か
れ
た
議
会
を
志
向
し
、村

民
生
活
の
更
な
る
安
定
向
上
に
向
け
て
、

今
後
一
層
の
研
さ
ん
を
積
み
、皆
様
の
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、本
年
も
よ
り
良
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、皆
様
の
ご
多
幸
と

ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年　

あ
け
ま
し
て

　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

に
な
り
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、平
素
か
ら
議
会
な
ら
び
に
そ
の

活
動
に
対
し
ま
し
て
、格
段
の
ご
理
解
と

絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
謹
ん
で
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、国
内
外
と
も
に
誠
に
多
難
な
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

国
外
で
は
11
月
、北
朝
鮮
が
韓
国
に

対
し
、砲
撃
を
行
い
、民
間
人
に
ま
で
死

者
を
出
す
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
朝
鮮

半
島
情
勢
に
緊
張
の
度
合
い
が
増
し
て

き
て
お
り
、こ
れ
は
我
が
国
に
と
っ
て
も

積極的に議会改革を推し進め　
　　　　　　開かれた議会を志向します
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第4回定例会

■
工
事
名　

十
津
川
村
統
合
中
学
校
敷
地

造
成
工
事（
１
工
区
）

※

契
約
の
相
手
方　

田
野
上
・
岸
尾
・
阪
口

　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

※

変
更
前
請
負
金
額　

１
億
５
，９
６
０
万
円

※

変
更
後
請
負
金
額　

１
億
４
，１
３
３
万
円

※

変
更
に
よ
る
減
額　
　
　

１
，８
２
７
万
円

■
工
事
名　

十
津
川
村
統
合
中
学
校
敷
地

造
成
工
事（
２
工
区
）

※

契
約
の
相
手
方　

光
和
・
山
一・
松
尾
特
定

　

建
設
工
事
共
同
企
業
体

※

変
更
前
請
負
金
額　

１
億
２
，６
０
０
万
円

※

変
更
後
請
負
金
額　

１
億
２
，７
６
８
万
円

※

変
更
に
よ
る
増
額　
　
　
　
　

１
６
８
万
円

●
人
事
院
勧
告
に
伴
う
関
係
条
例
の
改
正

に
つ
い
て

■
十
津
川
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■
教
育
長
の
給
与
、勤
務
時
間
、そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

■
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、次
の

９
議
案
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
報
告

し
、す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

■
工
事
名　

携
帯
電
話
伝
送
路
整
備
工
事

※

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
き
ん
で
ん
奈
良
支
店

※
変
更
前
請
負
金
額　

１
億
１
，０
２
５
万
円

※

変
更
後
請
負
金
額

　

１
億
１
４
６
万
４
５
０
円

※

変
更
に
よ
る
減
額

８
７
８
万
９
，５
５
０
円

　

平
成
22
年
十
津
川
村
議
会「
第
４
回
定
例
会
」が
12
月
14
日（
火
）、15
日（
水
）

の
２
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、更
谷
村
長
が
提
出
議
案
に
つ
い
て
説

明
、そ
の
後
、各
会
計
の
補
正
予
算
や
条
例
の
制
定
な
ど
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、

最
終
日
に
は
、一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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●
南
和
広
域
連
合
の
解
散
に
つ
い
て

　
「
南
和
広
域
行
政
圏
計
画
」及
び「
ふ
る
さ

と
市
町
村
圏
事
業
」の
廃
止
に
伴
い
、南
和

広
域
連
合
を
解
散
す
る
た
め
、議
会
の
議
決

を
求
め
ま
し
た
。

●
五
條
・
吉
野
広
域
行
政
推
進
協
議
会
の

設
置
に
つ
い
て

　

南
和
広
域
連
合
の
解
散
に
伴
い
、介
護
保

険
制
度
及
び
障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
か

か
る
認
定
審
査
事
務
の
共
同
処
理
を
引
き

継
ぐ
、五
條
・
吉
野
広
域
行
政
推
進
協
議
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
り
、十

津
川
村
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委

員
定
数
を
定
め
ま
し
た
。

契
約
の
締
結

●
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※

工
事
名

　

道
路
改
良
工
事　

村
道
平
谷
竹
筒
線

※

契
約
の
相
手
方

　

太
田
・
今
西
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

※

変
更
前
請
負
金
額      

７
，４
５
５
万
円

※

変
更
後
請
負
金
額      

７
，６
２
３
万
円

※

変
更
に
よ
る
増
額            

１
６
８
万
円

人
事

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

松
實
豊
繁
教
育
委
員
が
12
月
20
日
で
任

期
満
了
の
た
め
、再
度
、松
實
豊
繁
氏
の
任

命
に
議
会
の
同
意
を
求
め
ま
し
た
。

意
見
書

●
奈
良
社
会
保
険
病
院
の
公
的
機
関
と
し

て
の
存
続
の
た
め
、公
的
存
続
法
の
早
期
成

立
を
求
め
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、採
択

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

●
南
和
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

出
資
金
を
関
係
市
町
村
及
び
奈
良
県
に

返
還
す
る
た
め
、規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

●
湯
泉
地
温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
６
０
万
円
を

追
加
し
、総
額
１
，７
２
５
万
円
と
し
ま
し

た
。条

例
制
定

●
十
津
川
村
議
会
基
本
条
例

　

村
民
の
負
託
に
的
確
に
応
え
、自
主
自
立

の
村
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、議
会
の
責
務
と
議
員
の
活
動
原

則
、そ
の
他
の
議
会
に
関
す
る
基
本
的
事
項

を
条
例
で
定
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交

付
金
施
設
整
備
基
金
条
例

　

十
津
川
村
公
共
用
施
設
の
整
備
に
要
す

る
経
費
に
充
て
る
た
め
、国
か
ら
交
付
さ
れ

る
水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金
を
、金

融
機
関
へ
預
金
等
の
方
法
で
基
金
と
し
て
積

み
立
て
る
た
め
、条
例
で
定
め
ま
し
た
。

条
例
改
正

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
、費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、十
津
川
村

介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
定
数
を
定
め
ま

し
た
。

●
五
條
市
消
防
本
部
へ
の
消
防
事
務
委
託

に
伴
う
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

■
十
津
川
村
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

■
十
津
川
村
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、４
億
８
３
２
万
９

千
円
を
追
加
し
、総
額
65
億
６
，３
７
３
万

３
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、１
，２
７
８
万
９

千
円
を
追
加
し
、総
額
６
億
１
，９
１
３
万

３
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、３
２
１
万
５
千
円

を
追
加
し
、総
額
２
億
２
，３
０
５
万
１
千

円
と
し
ま
し
た
。

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、２
，９
８
３
万
７

千
円
を
追
加
し
、総
額
５
億
６
，３
５
６
万

７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　議会は、地方公共団体の議決機関であり、住民
の代表機関として、地方公共団体の意思決定をす
る重要な機関です。
　議会の傍聴は村政を知るよい機会です。手続は
簡単で、一人でも傍聴できます。
　開催日など詳しいことは、議会事務局にお問い
合わせください。

　　（☎0746-62-0002）

議会を
　　傍聴してみませんか。



が
面
積
で
約
１
，０
２
０
㌶
、事
業
費
で
２
億

２
，２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
森
林
保
育
事
業
の
方
針
は
、施
業
の
効

率
化
・
集
約
化
を
促
す
た
め
、面
的
に
ま
と
ま

り
を
も
っ
た
施
業
を
補
助
対
象
と
し
、搬
出
間

伐
を
支
援
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助

対
象
の
条
件
は
、年
間
５
㌶
以
上
の
間
伐
面
積

で
、搬
出
量
が
１
㌶
あ
た
り
10
㎥
以
上
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
林
地
区
の
木
材
加
工
流
通
施

設
を
起
爆
剤
と
し
て
、村
内
林
業
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、こ
れ
に
は
山

か
ら
木
材
を
出
し
て
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、村
で
は
、低
コ
ス
ト
作
業
道
の
研
究

や
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
の
購
入
、境
界
明
確
化
な

ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
村
の
支
援
と
国
庫
補
助
金
の
活
用
に

よ
り
、村
の
林
業
の
活
性
化
に
結
び
付
け
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
林
業
経
営
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、年
間
ど
れ
だ
け
の
伐
採
搬
出
が
で
き
て
、何

人
の
雇
用
が
必
要
か
、木
を
出
す
だ
け
で
な
く
、

加
工
や
品
質
管
理
を
し
て
、安
定
供
給
で
き
る

仕
組
み
を
村
の
中
で
何
㎥
で
き
る
の
か
、と
い
う

計
画
や
目
標
を
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、山
主
に
山
を
手
入
れ
す
る
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、山
主
へ
の
支
援

が
必
要
と
考
え
、同
時
に
木
材
の
搬
出
、機
械

化
の
支
援
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、木
材
に
付
加
価
値
を
付
け
、木
材
の
単
価
を

上
げ
、村
の
中
に
お
金
を
落
と
し
て
い
く
。
こ

う
い
う
仕
組
み
づ
く
り
を
念
頭
に
お
い
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

平
成
23
年
４
月
か
ら
自
治
医
科
大
学

卒
業
医
師
２
名
の
派
遣
内
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、小
原
診
療
所
を
拠

点
と
し
て
２
診
制
を
導
入
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、小
原
診
療
所
の
日
々
の
患
者

が
多
く
、ま
た
夜
間
の
先
生
の
呼
び
出
し
が
大

変
多
い
た
め
で
す
。
平
成
21
年
度
で
、小
原
診

療
所
の
先
生
の
夜
間
の
呼
び
出
し
は
２
４
０
件

で
す
。
非
常
に
過
酷
で
あ
る
た
め
、小
原
診
療

所
に
２
診
制
を
導
入
し
て
、週
に
３
日
程
度
午

前
中
に
２
診
制
を
入
れ
た
い
と
協
議
を
し
て
い

ま
す
が
、派
遣
さ
れ
る
医
師
２
名
の
研
修
先
の

病
院
や
研
修
日
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、小
原
診
療
所
と
上
野
地
診
療
所
の
診
療
体

制
が
決
ま
る
の
は
、も
う
少
し
先
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
看
護
師
の
体
制
は
、現
在
５
名
で
す
。

内
１
人
が
産
休
で
休
ん
で
い
ま
す
の
で
、臨
時

職
と
あ
わ
せ
て
５
名
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
今

度
、２
診
制
に
な
り
ま
す
と
看
護
師
に
つ
い
て

も
、小
原
診
療
所
を
拠
点
と
し
て
働
い
て
い
た

だ
く
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

▼
質
問　

森
林
保
育
事
業
の
必
要
性
や
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

村
内
の
平
成
21
年
度
の
森
林
保
育

事
業
の
実
績
は
、搬
出
間
伐
が
面
積
で
約
９

㌶
、事
業
費
で
５
０
０
万
円
、切
り
捨
て
間
伐

の
人
た
ち
が
診
て
、そ
こ
へ
誰
か
支
援
が
で
き
る

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
配
置
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」

と
協
議
会
を
立
ち
上
げ
構
想
を
練
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

の
で
は
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
十
津
川
村
は
日
本
一
広
い
村
で
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
７
つ
の
区
ご
と
に
そ
う
い

う
も
の
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
、そ
こ
で

そ
れ
を
新
し
く
建
て
る
の
で
は
な
く
現
在
あ
る

建
物
、例
え
ば
こ
れ
か
ら
学
校
統
合
が
始
ま
る

中
で
学
校
や
先
生
方
が
住
ん
で
い
た
宿
舎
、ま

た
空
き
家
の
活
用
が
で
き
な
い
か
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
支
え
合
う
方
式
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
村
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
で
個
人
は
個
人

と
し
て
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
し
て
も
ら
う
、ど

う
し
て
も
お
金
の
い
る
も
の
は
村
が
支
援
さ
せ

て
も
ら
う
、そ
ん
な
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▼
質
問　

自
治
医
大
出
身
の
医
師
に
よ
る
２

診
体
制
が
内
定
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、拠

点
は
、小
原
診
療
所
と
上
野
地
診
療
所
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
看
護
師
増
員
も
含
め
た
医
師

▼
質
問　

田
辺
市
本
宮
町
に
高
齢
者
支
援
ハ

ウ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、近
い
将
来
、十
津
川
村
に

も
十
津
川
の
高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス
を
設
置
す
る

計
画
が
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
答
弁　

本
宮
町
の
よ
う
な
支
援
ハ
ウ
ス
が
あ

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、役
場
関
係
各
課
と
高
森
の
郷
や
社
会

福
祉
協
議
会
、福
祉
の
団
体
の
方
々
と
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。「
自
宅
と
高
森
の
郷
と
の
間
に

支
援
ハ
ウ
ス（
中
間
施
設
）が
で
き
な
い
の
か
。

そ
こ
へ
行
く
こ
と
で
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
の

や
り
が
い
や
生
き
が
い
を
起
こ
せ
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
中
で
ど
う
し
て
も
食
事
の
段
取
り
が

で
き
な
い
だ
と
か
、あ
る
い
は
体
調
が
悪
い
と
き

な
ど
に
は
部
屋
が
あ
っ
て
、地
域
で
み
な
さ
ん
を

見
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
」な
ど
、介
護
保
険
に

跳
ね
返
ら
な
い
よ
う
な
そ
う
い
う
施
策
が
打
て

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
年
寄
り
の
方
た
ち
に
は
生
き
抜
い
て
き
た

知
恵
や
技
術
が
あ
り
ま
す
。「
そ
の
知
恵
や
技
術

を
活
用
し
て
物
を
生
産
し
お
金
に
換
金
し
て
も

ら
う
な
ど
、生
き
が
い
や
や
り
が
い
が
提
供
で

き
る
場
所
で
、そ
こ
に
一
部
屋
、体
調
が
悪
い
と

き
な
ど
に
は
寝
る
こ
と
が
で
き
、そ
れ
を
地
域

　

定
例
会
の
15
日
に
は
、栗
栖
議
員
、玉
置
議
員
の
２
名
が
村
政
全
般
に
つ
い
て
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一 
般 

質 

問
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駄
に
使
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。
も
っ
と
物
を
大
切
に
し
た
ら
税

金
を
無
駄
使
い
し
な
い
で
す
む
と
思
い
ま

し
た
。
国
民
の
み
な
さ
ん
が
一
生
懸
命
働

い
て
納
め
た
税
金
を
正
し
く
使
っ
て
い
き

た
い
と
も
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、税

金
を
大
切
に
使
っ
て
い
き
ま
す
。
今
、私

は
、大
人
の
人
た
ち
が
納
め
て
く
れ
た
税
金

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、今
度
は
、

「
私
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
納
め
た
税
金
で

子
ど
も
た
ち
の
役
に
立
て
れ
た
ら
な
ぁ
」と

思
い
ま
し
た
。
私
は
、こ
の
作
文
を
書
く
前

ま
で
税
金
と
い
う
こ
と
を
全
然
考
え
て
い

な
く
て
、税
金
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、税
の
作
文
を
書
い
て

い
た
ら
段
々
分
か
っ
て
き
て
、税
金
っ
て
私

た
ち
の
た
め
に
あ
る
ん
や
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
作
文
を
書
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
税

金
の
有
り
難
さ
が
や
っ
と
分
か
っ
た
気
が
し

ま
す
。
税
金
を
納
め
て
く
れ
て
い
る
国
民

の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

　
学
校
の
授
業
の
時
に
使
う
教
科
書
も
税

金
で
す
。
い
つ
も
当
た
り
前
に
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
と
授
業
の
時
に
は
欠
か
せ

な
い
チ
ョ
ー
ク
も
そ
う
で
す
。
あ
と
、学
活

の
時
間
に
よ
く
使
う
画
用
紙
や
マ
ジ
ッ
ク
、

プ
リ
ン
ト
な
ど
も
税
金
か
ら
出
て
い
ま
す
。

　
村
の
学
校
で
使
っ
て
い
る
机
や
い
す
は
、

十
津
川
村
が
私
た
ち
の
た
め
に
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。
村
の
ひ
の
き
を
使
っ

て
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
幅
も
広
く
、と
て

も
使
い
や
す
い
で
す
。
立
派
な
机
や
い
す

で
勉
強
が
で
き
て
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
、国
民
の
み
な

さ
ん
が
納
め
て
く
れ
た
税
金
を
使
っ
た
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
い
つ
も
あ
ま
り
気
に
か
け
て
い

な
く
て
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
れ
か
ら
は
、学

校
の
も
の
を
大
切
に
し
た
り
、紙
な
ど
を
無

　
私
は
、あ
ま
り
税
金
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、部
活
の
行
き

帰
り
の
バ
ス
や
遠
征
に
行
っ
た
時
の
食
事

代
や
宿
泊
の
代
金
は
、国
民
の
人
が
消
費

税
や
税
金
で
納
め
た
も
の
で
す
。
い
つ
も

あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
く
て
、「
食
事
代
、た

だ
や
ん
。」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
お
金
の

額
を
あ
ま
り
気
に
せ
ず
、た
く
さ
ん
食
べ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、学
校
の
電
気
も
扇
風
機
も
水
も

全
て
税
金
で
す
。
電
気
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に

し
た
り
、扇
風
機
も
回
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て

教
室
を
出
て
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、気
を
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

十
津
川
村
長
賞

「
税
金
の
あ
り
が
た
さ
」

上
野
地
中
学
校  

３
年  

福
井  

千
夏
さ
ん

月 　　日（水）から
　　月 　　日（火）まで

所得税の確定申告と村・県民税の申告が
始まります。
例年、期間満了日が近づくと、窓口が大変混み合います
ので、申告はお早めにお願いします。
　　　　財政課税務係　☎0746(62)0903

税の申告はお早めに！
2 16
3 15

　全国納税貯蓄組合連合会並びに国税庁が募集
した「税についての作文」で、村内から２名の生徒
が入賞しました。（敬称略）

○十津川村長賞　「税金のありがたさ」
　上野地中学校　　３年　福井　千夏

○吉野税務署長賞　「人々の大切な税金」
　十津川高等学校　１年　蔭地野　健太
　　　　※吉野税務署長賞の作品は、来月号に掲載します。

「税についての作文」
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〈各校の発表テーマ〉　上野地中学校：上野地中学校の歴史　折立中学校：木と生きる
西川中学校：西川のメダカとサワガニ　小原中学校：よみがえるちゃんちゃんこクラブ
十津川高等学校：高森の郷の体験をとおして

　
11
月
25
日
午
前
10
時
、十
津
川
第
一
小
学
校
で「
家

庭
科
室
か
ら
出
火
し
た
」と
想
定
し
て
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
全
学
年
の
児
童
は
担
任
の
先
生
に
誘

導
さ
れ
非
常
階
段
な
ど
を
使
い
、口
を
ハ
ン
カ
チ
な
ど

で
押
さ
え
、低
い
姿
勢
で
迅
速
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、地
元
消
防
団
と
本
部
分

団
に
よ
る
放
水
訓
練
を
見
学
し
た
り
消
火
器
を
使
っ

た
消
火
訓
練
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
日
頃
目
に
す

る
こ
と
の
な
い
消
防
ポ
ン
プ
車
に
児
童
も
大
喜
び
。
消

防
団
員
か
ら
消
防
ポ
ン
プ
車
の
説
明
を
受
け
た
後
、運

転
席
に
座
ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　11月25日、十津川高等学校で十津川地域中高一
貫教育「ふるさと学・吉野熊野学」合同発表会が行わ
れました。この合同発表会は、毎年行われているもの
で、連携型中高一貫教育をすすめる村内の4中学校と
十津川高等学校が「ふるさと学・吉野熊野学」に取り組
んだ成果を発表するものです。
　舞台では、各学校の代表の班の研究発表が、また舞
台下ではその他の班の研究した結果が掲示されてい
ました。各班の研究結果に感心させられることが多
く、質疑応答にも的確に答えているところが印象的で
した。

中高一貫教育合同発表会

大
切
で
す
。指
差
し
確
認
！

労
働
災
害
防
止
講
演
会

避
難
時
は
、腰
を
低
く
し
て

十
津
川
第
一小
学
校
避
難
訓
練

　
12
月
10
日
、十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル
で
村
内
の
建
設

業
や
林
業
に
従
事
し
て
い
る
方
々
が
参
加
し
て
、労
働

災
害
防
止
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、大
淀
労
働
基
準
監
督
署
の
担
当
官
か

ら
、現
場
で
の
気
の
緩
み
か
ら
怪
我
に
つ
な
が
る
な
ど

安
全
管
理
や
対
策
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、安
全
管
理
指
導
専
門
家
の
園
田
洋
子
さ

ん
か
ら
は
、「
建
設
業
・
林
業
に
お
け
る
危
険
予
知
訓

練
の
実
際
」と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
園
田
さ
ん
は
、「
ど
の
よ
う
な
労
働
災
害
保
険
に
入

る
よ
り
も
、無
料
で
安
全
率
が
上
が
る
方
法
が
あ
る
。

そ
れ
は
、『
指
差
し
確
認
』で
す
」と
単
純
で
明
快
な
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、日
頃
の
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、安
全
管
理
の
話
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

質疑応答にも的確に対応
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住宅用火災警報器を設置しましょう

　12月12日、小原中学校体育館で中十津川健全育成会
による「しめ縄作り」が行われました。子どもから大人まで
約40人が参加し、お店では買えないオンリーワンのしめ縄
を綯いました。しめ縄を綯ったことがない子どもたちも大
人から教わりながら作業を進めました。
　しめ縄を綯った後、綯い始めの太い方を右にして飾るな
どの説明や見本を見ながら、自分のしめ縄にあった大きさ
の四手やだいだい、裏白、ゆずり葉などを飾りつけました。
　１本綯うのに時間がかかること、また大変な労力がいる
ことを、このしめ縄作りを通じて子どもたちにも感じてもらえ
たことでしょう。

　住宅火災による死者の低減を図るため、消防法が
改正され、平成18年6月以降（既存の住宅の場合は
平成21年6月以降）にすべての住宅で住宅用火災警
報器の設置が義務付けられました。住宅用火災警報
器とは、火災による煙や熱を感知して、火災の発生を
警報音や音声で知らせるものです。
　全国的に住宅火災による死者の半数以上が高齢者
で、住宅火災により亡くなった人の５割が「発見の遅
れ」によるものです。火災を早期に発見することで、初
期消火や通報などの行動が早まり、近隣への延焼被
害も軽減します。まだ設置されていない方は、早急に
住宅用火災警報器の設置をお願いします。

　住宅用火災警報器などの販売を
勧める悪質な訪問販売が発生して
います。消防署が特定の業者に販売を依頼したり、

直接販売することはあり
ませんので、みなさんご注
意ください。

中十津川健全育成会～しめ縄作り～

痛
み
が
和
ら
ぎ
最
高
！！

温
泉
で
健
康
づ
く
り
体
験

十
津
川
村
・
田
辺
市（
観
光
圏
事
業
）

　
12
月
15
日
に
昴
の
郷
温
泉
プ
ー
ル
で
、温
泉
療
法
研

究
家
の
杉
本
錬
堂
さ
ん
を
招
き
、温
泉
プ
ー
ル
を
活
用

し
た
健
康
づ
く
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
体
験
で
は
、腰
痛
・
膝
痛
が
あ
る
方
や
体
に
痛
み
の

あ
る
方
が
、指
導
を
受
け
な
が
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
ツ

ボ
を
押
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、毎
回
こ
の
体
験
に
参
加
し
て
い

る
方
も
い
て
、「
痛
み
が
和
ら
ぐ
な
ど
、効
果
が
あ
る
」

と
大
好
評
で
し
た
。
ま
た
、こ
の
体
験
は
翌
日
の
16
日

と
18
日
に
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

五條市消防本部

悪質訪問販売
が発生しています!
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一般行政
特別行政
公営企業

十 　 津 　 川 　 村
全 国 町 村 平 均
地方公共団体平均
注　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準
を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指
数です。

区 分

●事由別退職者数 （平成21年度）

●ラスパイレス指数の状況 （各年４月１日現在）

村の人事行政の運営などの
　　　　　　状況を公表します

　村民のみなさんに村の人事行政運営などについてご理解をいただくため、「十津川村人事行政運
営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の数や勤務条件など、人事行政運営の状況につ
いて公表します。

平成20年
93.5
94.2
98.7

平成21年
92.9
94.6
98.5

普通昇給期間（12～
24月）を短縮して昇
給した職員Ｂ

注　昇給期間の短縮には、昇任時特別昇給などがあ
ります。

区 分

●昇給期間短縮の状況

平成20年度
128

－

－

職　員　数　Ａ

比　較　Ｂ／Ａ

平成21年度
121

－

－

　職員の勤務時間は、午前8時30分から午後5時
15分までの1日7時間45分、週38時間45分です。別
に60分の休憩時間があります。

　再任用とは、高齢者雇用のため定年退職者を再
任用する制度です。十津川村では、再任用は行って
いません。

●年齢別職員構成の状況 （平成22年4月1日現在）

（平成22年度）●職員の勤務条件、休憩の概要

20歳
未満

20～
23歳

24～
27歳

28～
31歳

32～
35歳

2 3 7 12 17職員数

区　分

36～
39歳

40～
43歳

44～
47歳

48～
51歳

52～
55歳

15 5 9 21 20

5
－
－

1
－
－

1
－
－

0
－
－

職員数

区　分

56～
59歳

60歳
以上

6 － 117職員数

区　分

区　分 定　年 定年前
早期退職

自己都合
退職 その他

●職員の総数 （各年4月1日現在）

区　分
職員定数
職 員 数

平成20年度
154
128

平成21年度
154
121

●全職員の平均年齢
区　分
平均年齢

平成20年度
42歳5月

平成21年度
41歳11月

●採用者の状況
区　分
採 用 者

平成20年度
0

平成21年度
3

●再任用の状況

退職者には以下の事由による退職があります。
※定年退職：定年（60歳）により退職する場合
※定年前早期退職：人事管理上の目的から職員に
定年前早期退職の勧奨を行い、これに応じて退
職する場合
※自己都合退職：本人の都合により退職をする場合
※その他：死亡による退職など

●退職者の状況

計

お問い合わせ：総務課庶務係
　　　　　　  ☎0746-62-0001　内線211
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職務専念義務

争議行為等の禁止

信用失墜行為の
禁止

営利企業等の
従事制限

守 秘 義 務

政治的行為の制限

職員は全体の奉仕者として、勤
務時間中においては全力で職
務しなければなりません。

職員は信用に傷をつけたり、全
体の不名誉となる行為をして
はなりません。

営利企業に従事することは制限
されており、従事する場合は許
可を受けなければなりません。

職員は、政党その他政治団体
の結成などに関する政治的行
為が禁止されています。

職員には争議行為が禁止され
ています。
職員は、職務上知り得た秘密を
漏らしてはなりません。

基 本 原 則 概 要

●職員の服務に関する基本原則の概要

　職員は、勤務条件やその意に反する不利益な処
分に関して、公平委員会に措置要求また不服の申し
立てを行うことができます。
　平成21年度は、措置要求・不服申し立てはありま
せんでした。

●公平委員会の業務の状況

※村の常勤職員は、奈良県市町村職員共済に加入
し、当該組合の規定による短期給付（保健・休業・災
害・付加）並びに長期給付（年金）を受けることがで
きます。なお、給食調理員は公立学校共済組合に
加入しています。

※村の職員が公務による災害で病気になったり、死
亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一
定の補償があります。

※職員の健康診断については、労働安全衛生法に
より、年１回実施しています。

●職員の福祉・利益の保護の状況

　　　種　　　類
骨髄提供のための休暇
ボランティア休暇
結婚休暇
妻の出産休暇
夏期休暇
子の看護休暇

付 与 日 数
必要と認められる期間

5
5
2
5
5

　労働基準法の規定に従い、原則として１年に20
日の有給休暇が与えられます。
　平成21年１月から12月までの平均取得日数は、
12日です。

●職員の年次休暇の概要と取得状況

　職員が疾病または負傷のために勤務できない場
合、医師の証明書などに基づき、療養のため必要最
小限度の時間勤務することが免除されます。
　平成21年１月から12月までの取得者は、23人
です。

●病気休暇の概要と取得状況

　年次休暇以外にも、特別な事由に該当する場合
は、特別休暇が付与されます。
　主要なものは、次のとおりです。

●特別休暇の概要と付与日数

　　　　　研　　修　　名
公共用地取得の法律と税務実務
広報研修(基礎講座)
地方公務員のための給与実務入門
不動産登記実務講座
「複式簿記」入門講座
係長研修
契約事務研修(基礎)
地方公共団体における契約(工事)事務
市町村新規採用職員研修
新任課長補佐級職員研修
税務職員(初任者)研修
法制執務研修
人間関係向上研修会
「公会計制度について」の職員研修会

人数
1
2
1
1
1
3
1
1
3
3
2
11
42
57

●職員の研修状況

　職員が育児をするための休業制度で、最長3年間
取得することができます。育児休業は、１日単位で、
部分休業は30分単位で取得することができます。
　平成21年１月から12月までの育児休業取得者
数は、10人です。

●職員の育児休業の概要と取得状況

　職員は身分を保障されていますが、一定の事由
があれば、分限処分や懲戒処分により職を失った
り、降任されたり、給与を減額されたりします。
　「分限処分」とは、公務の能率維持のため行う処
分です。「懲戒処分」とは、公務員にふさわしくない
非行があった場合に公務員関係の秩序を維持する
ために行う処分です。
　平成21年度中の懲戒処分、分限処分はありませ
ん。

●職員の分限及び懲戒処分の状況



十
津
川
村
優
良
特
産
推
奨
品
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験

インフォメーション

※診療時間は午前９時30分から午後４時30分
　です。
※変更となる場合がありますので、前日の無線放
　送を聞いてください。

上野地診療所

小原診療所

中川医院

2月

6 13 2016

1月

3023
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危
険
物
取
扱
者
試
験（
甲
種
、乙
種
１
〜

６
類
、丙
種
）が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

◆
試
験
日
：
２
月
20
日（
日
）

◆
場
　
所
：
天
理
大
学

　
　
　
　
（
天
理
市
杣
之
内
町
１
０
５
０
）

◆
願
書
受
付
期
間

　

１
月
11
日（
火
）〜
18
日（
火
）

　
（
持
参
に
よ
る
受
付
は
平
日
の
み
）

◆
願
書
受
付
場
所

　

〒
６
３
０‐

８
３
０
１

　
　

奈
良
市
高
畑
町
１
１
１
６‐

６

　
　
　
　
　
　
　
　

な
ら
土
連
会
館
３
階

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
奈
良
県
支
部

※

願
書
は
、十
津
川
村
役
場
及
び
五
條
市
消

防
本
部
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
奈
良
県
支
部

　

☎
０
７
４
２（
27
）５
１
１
９

（
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　

十
津
川
村
優
良
特
産
推
奨
品
審
査
会
で

は
、村
内
で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
特
産
品
の

中
で
、十
津
川
村
ら
し
い
郷
土
色
豊
か
な
特

産
品
を
選
定
し
、村
の「
優
良
特
産
推
奨
品
」

と
し
て
村
外
に
広
く
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

推
奨
期
間
は
３
年
で
、期
間
が
満
了
し
た

時
は
、再
び
審
査
会
で
審
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
新
製
品
や
こ
れ
ま
で
審
査
を

受
け
て
い
な
い
特
産
品
に
つ
い
て
も
、幅
広
く

募
集
し
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
：
２
月
22
日（
火
）

◆
場
所
：
役
場　

第
３
会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

村
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
４

　

昨
年
７
月
に
十
津
川
中
学
校
の
校
章
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、41
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

学
校
統
合
推
進
特
別
委
員
会
で
最
終
審
査

を
行
っ
た
結
果
、下
記
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
、ま
た
優
秀
賞
２
点
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
玉
置
さ
ん
の
作
品

は
、「
村
章
の
菱
十
を
象
り
、村
内
の
学
校
の
統
一

感
を
表
現
し
た
。
背
景
に
は
青
く
澄
ん
だ
空
の

よ
う
な
清
き
心
で
多
感
な
中
学
校
生
活
を
送
っ

て
も
ら
い
た
い
と
青
色
を
イ
メ
ー
ジ
」さ
れ
た
そ

う
で
す
。

　

今
回
の
募
集
に
は
、村
内
外
の
方
々
や
村
内

の
中
学
生
な
ど
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☎62-0001(代表)
☎050-5004-6720
☎050-5004-6721
☎050-5004-6722

☎62-0001
☎62-0002
☎62-0003
☎62-0004
☎62-0005
☎62-0900
☎62-0901
☎62-0902
☎62-0903
☎62-0904
☎62-0905
☎62-0906
☎62-0907
☎62-0067
☎63-0391
☎63-0291
☎63-0040
☎68-0207
☎62-0567
☎63-0003
☎63-0200
☎62-0090
☎62-0400
☎64-1100
☎62-0137
☎63-0067
☎64-0762
☎64-0666
☎63-0110
☎68-0336
☎64-1600
☎68-0017
☎64-0301
☎62-0132

役場
役場IP電話

　　総務課 
　　議会事務局
　　教育委員会
　　村づくり推進課
　　農林課
　　住民課
 
　　福祉事務所
　　財政課
　　建設課

　　出納室
　　生活環境課
教育委員会
衛生センター
し尿処理場
小原診療所
上野地診療所
森林館(古ﾙ野)
道の駅十津川郷
観光協会
泉湯
滝の湯
庵の湯
歴史民俗資料館
体育文化センター
温泉プール
社会福祉協議会
十津川警察署
五條土木上野地
高森の郷
北部保健センター
森林組合
商工会

【審査結果】
◎最優秀賞
　玉置　剛児 さん
　　　　（大字平谷）
◎優秀賞
　奥野　和夫 さん
　　　　（神奈川県横須賀市）
　工藤　和久 さん
　　　　（青森県弘前市）

【十津川中学校の校章】

十
津
川
中
学
校
の

校
章
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
！

十
津
川
中
学
校
の

校
章
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
！



13

長
殿
、沼
田
原

旭
、宇
宮
原（
田
長
瀬
）

上
野
地
、谷
瀬
、宇
宮
原

林
、高
津
、上
野
地（
河
津
谷
、月
谷
）

内
野
、山
天
、三
浦
、五
百
瀬
、杉
清

川
津
、風
屋

滝
川
、内
原

野
尻
、山
崎
、池
穴

小
井
、湯
之
原

小
森
、小
原
、武
蔵

高
滝
、小
川
、大
野

上
葛
川
、東
中

神
下
、玉
置
川

竹
筒

折
立
、山
手
谷
、樫
原（
河
之
平
）

込
之
上
、猿
飼

那
知
合
、谷
垣
内
、山
手

平
谷
、樫
原
、山
手（
片
谷
）

桑
畑
、七
色
、山
手
谷（
二
津
野
）

重
里
、永
井
、出
谷（
松
柱
）

西
中
、玉
垣
内
、今
西

小
山
手
、小
坪
瀬
、迫
西
川

出
谷
、上
湯
川

（
主
任
児
童
委
員
）

中
野
村
区
、神
納
川
区
、二
村
区
、三
村
区

（
主
任
児
童
委
員
）

東
区
、四
村
区
、西
川
区

平
瀬　

肇
万

谷
向　
　

彩

武　

蔵

平　

谷

０
７
４
６（
62
）０
１
８
４

０
７
４
６（
64
）０
２
６
２

０
７
４
７（
36
）０
２
１
４

０
７
４
６（
68
）０
１
２
４

０
７
４
６（
68
）０
３
０
０ 

０
７
４
６（
68
）０
０
６
５ 

０
７
４
６（
67
）０
１
１
１ 

０
７
４
６（
67
）０
３
０
５ 

０
７
４
６（
67
）０
２
１
４ 

０
７
４
６（
67
）０
０
５
２ 

０
７
４
６（
63
）０
１
７
４ 

０
７
４
６（
63
）０
０
７
０ 

０
７
４
６（
62
）０
２
５
２ 

０
７
４
６（
69
）０
１
３
３ 

０
７
４
６（
69
）０
０
０
６ 

０
７
３
５（
46
）０
３
２
０ 

０
７
４
６（
64
）０
６
４
８ 

０
７
４
６（
64
）０
８
８
８ 

０
７
４
６（
64
）０
０
３
１ 

０
７
４
６（
64
）０
８
６
６ 

０
７
４
６（
64
）０
８
７
８ 

０
７
４
６（
64
）０
２
０
８ 

０
７
４
６（
66
）０
２
４
５ 

０
７
４
６（
66
）０
０
７
４ 

０
７
４
６（
64
）０
３
４
３

沼
田
原

　

旭
谷　

瀬

高　

津

三　

浦

風　

屋

滝　

川

山　

崎

小　

井

武　

蔵

大　

野

上
葛
川

神　

下

竹　

筒

折　

立

込
之
上

那
知
合

平　

谷

桑　

畑

出　

谷

玉
垣
内

小
坪
瀬

出　

谷 

辻
村　

計
文

中
西　

祥
夫

坂
口
ひ
ろ
み

高
田
貴
美
子

植
田　

眞
子

風
川
ひ
と
み

安
田　

洋
子

二
村　

常
暖

松
本
い
さ
子

今
中　
　

勉

温
井　
　

潔

中　
　

幸
久

西　
　

淳
良

岡　
　

文
子

丸
谷　

榮
子

丸
田　

定
敏

中　
　

絹
代

上
北　

卓
雄

中
島
八
重
子

大
谷　

平
枝

光
野　

秀
夫

中
村　

英
機

浦　
　
　

寛

馬
場　

良
男

玉
置　

敏
弘

田
花
三
十
三

大
谷　

長
廣

谷　

瀬

上
葛
川

谷
垣
内

小
山
手

氏
　
名

住
　
所

担
　
当
　
地
　
区

氏
　
名

住
所

電
　
話
　
番
　
号

※

平
成
22
年
11
月
30
日
付
で
退
任
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
生
児
童
委
員（
敬
称
略
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨年12月１日に民生児童委員の一斉改選が行われ、厚生労働大臣か
ら次の方々が委嘱されました。ご家庭での生活上の困ったこと、悩みごと
などがありましたら、お気軽にご相談ください。新 民生児童委員が決まりました。

◆各地区の民生児童委員は次のとおり【敬称略】　　　　（委嘱期間 平成22年12月１日～平成25年11月30日）

　

11
月
に
全
国
で
商
工
会
珠
算
検
定
試
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
で
は
、十
津
川
第
一
小
学
校
、平
谷
小

学
校
、西
川
第
一
小
学
校
の
３
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

◆
第
１
５
９
回
商
工
会
珠
算
検
定

　
（
受
験
者
26
名
中 

合
格
者
７
名
）

　

３
級　

深
瀬　

優
理（
西
川
第
一
小
学
校
）

　
　
　
　

玉
置　

東
成（
平
谷
小
学
校
）

　

４
級　

森　
　

一
葉（
平
谷
小
学
校
）

　

５
級　

谷
向　

秀
斗（
平
谷
小
学
校
）

　

７
級　

杉
本　
　

朋（
平
谷
小
学
校
）

　
　
　
　

宇
城　

慎
吾（
平
谷
小
学
校
）

　
　
　
　

宇
城　

美
咲（
平
谷
小
学
校
）

商
工
会
珠
算
検
定
の
結
果

（
敬
称
略
）
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せ
せ
ら
ぎ
の
里
で
満
腹
！
ご
は
ん

12
月
６
日
に
農
業
体
験
座
談
会
を

開
催
し
ま
し
た（
武
蔵
地
区
）

お
知
ら
せ（
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
）

Ｉ
Ｔ
＆
Ｐ
Ｒ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
Ｐ

Ｒ
方
法
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、お
店
や

商
品
の
魅
力
を
も
っ
と
お
客
様
に
伝
え
る
。

実
際
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
な
が
ら「
基
礎
」か

ら「
実
践
」ま
で
を
習
得
し
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ（
お
も
て
な
し
で
お
客
様

を
幸
せ
に
し
よ
う
）

　

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は「
量
よ
り
質
」。

お
客
様
の
気
持
ち
を
考
え
、心
を
つ
か
む
接

客
を
目
指
し
ま
す
。
顧
客
満
足
度
ア
ッ
プ
は

店
舗
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ（
お
客
様
が
求
め
て

い
る
も
の
を
提
供
す
る
に
は
）

　

顧
客
が
求
め
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
知

り
、作
り
上
げ
提
供
す
る
。
集
客
の
仕
組
み

作
り
を
勉
強
し
ま
す
。

広
告
宣
伝
の
手
法（
効
果
的
な
情
報
発
信
で

販
売
促
進
）

　

見
る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
商
品
の
価

値
や
魅
力
を
言
葉
と
視
覚
で
伝
え
る
宣
伝
。

効
果
的
な
宣
伝
の
手
法
を
学
び
ま
す
。

　

開
催
日
時
、場
所
の
詳
細
は
お
っ
て
チ
ラ

シ
や
村
内
放
送
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

動
的
に
な
っ
て
き
た
神
納
川
の
様
子
を
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
今
度
畑
耕
し
に
来

る
か
？
」「
う
ち
に
苗
が
あ
る
よ
」な
ど
の
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、和
気
あ
い
あ
い
と
座

談
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

農
家
民
宿
セ
ミ
ナ
ー
に
向
け
て
、起
業
希

望
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、各
種
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
よ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
生
な
ど
の

農
業
体
験
を
何
度
か
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ

る
武
蔵
地
区
。
昼
間
は
一
緒
に
お
茶
摘
み
を

体
験
、夜
は
星
空
観
察
を
し
、参
加
者
は「
こ

ん
な
に
星
が
あ
っ
た
の
か
！
」と
感
動
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
田
舎
で
は
め
ず
ら
し
く
な
い

こ
と
で
す
が
、彼
ら
に
と
っ
て
は
と
て
も
貴
重

な
体
験
な
の
で
す
ね
。

　

座
談
会
で
は
、農
業
が
最
近
人
気
だ
と
い

う
こ
と
、農
業
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
事
例
・
体
験

者
の
声
な
ど
を
資
料
を
用
い
て
お
話
し
ま
し

た
。
武
蔵
で
は
、お
茶
摘
み
、し
い
た
け
栽

培
・
採
取
、野
菜
栽
培
な
ど
の
農
業
体
験
メ
ニ

ュ
ー
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、こ
の
地
域
で
も
多
く
の
方
が
獣

害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、野
菜
栽
培

を
す
る
な
ら
獣
害
対
策
が
必
須
で
す
。

　

実
際
に
農
家
民
宿
・
農
業
体
験
を
提
供
し

て
い
る
神
納
川
の
岡
田
亥
早
夫
さ
ん（
神
納

川
農
山
村
交
流
体
験
協
議
会
）か
ら
は
、村
外

の
方
と
の
交
流
が
刺
激
に
な
り
住
民
が
活

　

11
月
末
の
週
末
、大
野
の「
せ
せ
ら
ぎ
の

里
」で
遊
ん
で
き
ま
し
た
。
ア
ヒ
ル
大
好

き
！
和
田
で
す
。

　

こ
こ
で
の
食
事
は
参
加
型
。
竹
筒
で
炊
く

ア
マ
ゴ
ご
飯
の
火
加
減
、炭
火
で
じ
っ
く
り

焼
く
ア
マ
ゴ
の
塩
焼
き
、そ
れ
ぞ
れ
担
当
す

る
人
を
ご
主
人
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

　

ア
マ
ゴ
は
全
く
臭
み
が
な
く
、お
刺
身
は

サ
ー
モ
ン
み
た
い
な
色
と
味
で
感
動
！

　

前
倉
さ
ん
が
育
て
た
原
木
し
い
た
け
の
網

焼
き（
岩
塩
を
ふ
り
か
け
て
食
べ
る
）も
絶
品

で
し
た
。

　

お
腹
が
は
ち

き
れ
そ
う
な
ほ

ど
、お
い
し
い

も
の
を
楽
し
く

食
べ
て
、い
い

思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。

【発信】
地域雇用創造協議会事務局
住所：十津川村小原225-1
         十津川村役場
         村づくり推進課内
電話：0746-62-0004
        （内線：235・236・237）

12月6日（武蔵地区）
農業体験座談会の様子
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介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
10
年
余
り
が
経

過
し
、着
実
に
老
後
の
安
心
を
支
え
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、村
の
高
齢
化
率
が
41
％（
22
年
３
月

末
現
在
）と
徐
々
に
高
く
な
り
、ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
る

方
も
、年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

村
の
平
成
21
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
の

状
況
に
つ
い
て
は
、給
付
面
で
は
、特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
利
用
者
は
月
85
人（
22

年
２
月
現
在
）と
な
り
、昨
年
度
同
月
に
比
べ
１

人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
月
２
０
０
人（
22

年
２
月
現
在
）と
な
り
、昨
年
度
同
月
に
比
べ
51

人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、介
護
保
険
繰
越

金
収
入
の
増
加
に
よ
り
、昨
年
度
と
同
様
に
介

護
保
険
会
計
は
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
の
た
め
、本
年
度
も
奈
良
県
の
財
政
安
定

化
基
金
か
ら
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
な
く
運

営
す
る
こ
と
が
で
き
、村
の
介
護
保
険
基
金
へ

３
８
９
万
２
千
円
を
積
立
て
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

悩
ま
な
い
で
相
談
を

　
「
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
き
た
」「
家
族
の
介

護
が
大
変
に
な
っ
て
き
た
」な
ど
、日
常
生
活
に

不
安
を
感
じ
た
ら
、住
民
課（
☎
０
７
４
６（
62
）

０
９
０
１
）へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

平成19年3月31日現在
平成20年3月31日現在
平成21年3月31日現在
平成22年3月31日現在

要支援1 要支援2
５２
６５
５７
５３

６０
６９
８６
９２

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計
９４
６３
７２
８７

５４
６２
５５
７３

４６
５４
５５
５５

４１
４０
３８
３７

２３
２７
２８
３５

３７０
３８０
３９１
４３２

お問い合わせ：十津川村住民課　介護保険担当　☎0746（62）0901

要支援・要介護認定者の状況 （単位：人）

介
護
保
険
会
計
決
算
報
告

平
成
21
年
度

介 護 保 険介 護 保 険

歳出決算総額　5億3，281万円 歳入決算総額　5億3,465万円

地域支援事業費
1,330万2,711円
（2.5％）

諸支出金
700万５，７77円
（1.3％）

総務費
1,195万2,639円
（2.3％）

基金積立金
389万2,245円
（０.７％）

保険給付費
４億9,665万9,945円
（９3.2％）

諸収入
６8万1,478円
（０.１％）

繰越金
1,173万9,775円
（2.2％）

県支出金
7,950万9,225円 
（１４.９％）

介護保険料
7,348万8,494円
（13.7%）

村支出金
7,931万5,647円
（14.9％）

国庫支出金
１億4,181万2,450円
（26.5％）

支払基金交付金
１億4,809万5,320円
（27.7％）
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こくほだより

【お問い合わせ】
　　　国保の税に関することは・・・　　　　財政課  ☎０７４６（６２）０９０３
　　　国保の医療に関することは・・・　   　住民課  ☎０７４６（６２）０９００

今月は、国保税第    期の納期です。納期限は、   月      日です。
忘れず納めましょう！
8 1 31

①月の１日から月末までの同じ月ごとに計算します。
②医療機関別、入院・外来別、医科・歯科別、診療科別に計算します。
　※70歳以上の人は、医療機関、医科・歯科、診療科の区別なく計算しま   
　す。
③差額ベッド料、入院時の食事代、保険診療の対象とならないものは除き
ます。

※個々の自己負担額が限度額を超えていなくても、同じ世帯内で、同じ月
内に２１，０００円以上の自己負担額を２回以上支払った場合、それらを
合算することもできます。

また、７０歳未満の人と７０歳以上の人が同じ世帯の場合でも、合算することが
できますが、後期高齢者医療で医療を受けている人との合算はできません。

　医療費の負担が高額になったと
き、村（住民課）に申請して認められ
ると、限度額を超えた分が高額療養
費としてあとから支給されます。
　高額療養費の支給がある場合、
本村の国保に加入されている方に
ついては、受診月の約２カ月後に
住民課からお知らせしますので、
領収証はなくさないように大切に
保管しておいてください。

自己負担額の計算法
支給を受けるためには？

高
額
療
養
費
の
支
給

医
療
費
の
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の

所得区分

所得区分 負担割合 3回目まで 4回目以降

一　　　般

上位所得者

住民税非課税世帯

負担割合 ４回目以降外来
(個人単位)

外来＋入院
(世帯単位)

3割

1割

一定以上所得者

低所得者Ⅰ
低所得者Ⅱ
一　　　般

8,000円
8,000円
12,000円

24,600円35,400円

44,400円

83,400円

44,400円

15,000円
24,600円
44,400円

44,400円

80,100円
医療費が267,000円
を超えた場合は、その超
えた分の1％を加算

80,100円
医療費が267,000円
を超えた場合は、その超
えた分の1％を加算

150,000円
医療費が500,000円
を超えた場合は、その超
えた分の1％を加算

６歳未満：２割
６～69歳：３割

70歳以上の人の場合

70歳未満の人の場合

◆自己負担限度額(月額)

◆自己負担限度額(月額)
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ノロウイルスの
感染予防について

　
冬
の
初
め
か
ら
春
に
か
け
て
、ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
し
、感
染
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

み
な
さ
ん
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
よ

う
に
し
っ
か
り
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
症
状

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、１
日
か
ら
２
日

で
発
症
し
ま
す
。
症
状
の
あ
ら
わ
れ
方
に
個
人
差

が
あ
り
、激
し
い
吐
き
気
、お
う
吐
、下
痢
が
一
日

に
何
十
回
と
続
く
人
も
い
れ
ば
、風
邪
の
よ
う
な

症
状
で
治
っ
て
し
ま
う
人
、感
染
し
て
も
発
症
し
な

い
人
も
い
ま
す
。

○
感
染
経
路
と
原
因

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
は
、主
に
手
か
ら
口
を

介
し
て
感
染
す
る
経
口
感
染
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

主
に
糞
便
や
お
う
吐
物
か
ら
人
の
手
指
な
ど
を
経

て
口
か
ら
入
り
ま
す
。
特
に
飲
食
物
を
扱
う
人
が

十
分
な
注
意
を
払
い
、食
べ
る
人
が
食
事
の
前
に
し

っ
か
り
手
洗
い
を
す
る
こ
と
で
効
果
的
に
予
防
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、二
枚
貝（
ア
サ
リ
や
カ
キ
な
ど
）の
生
食

も
し
く
は
加
熱
不
十
分
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ほけんだより

保健だより
■発信　　住民課保健衛生係

対策①　手洗い
　食べる人は食事前に、調理者は調理前に十
分な手洗いをすることが大切です。そして、
調理器具を衛生的に保つことが大切です。
　ノロウイルスは逆性石けん（ミューズなど）、
消毒用エタノールには抵抗性が強いですが、
手洗いでウイルスを洗い落とすことが一番の
感染予防になりますので、しっかり手洗いをし
ましょう。
　また、家庭では手洗いタオルを個別に分け
て家族全員が同じものを使わない、職場でも
ペーパータオルなどを利
用して同じタオルを使用
しないことも効果的です。

対策②　加熱殺菌
　ノロウイルスは85度以上で１分間以上加
熱することで感染性を失
うため、食品は中心部ま
で十分に加熱することが
重要です。

対策③　消毒
　ウイルスに汚染された場所を消毒する際は、
次亜塩素酸ナトリウム（ハイターなど）による消
毒が効果的です。感染者がいる場合、トイレ・
ドアノブ・蛇口・手すりなどは汚染しやすい箇
所であるため、汚れを落とした後に消毒しま
しょう。消毒対象が布などの耐熱性のものは、
スチームアイロンで熱消毒する方法も有効で
す。
　ノロウイルスは、症状がなくなった後も長く
て１カ月はウイルスが排
出される可能性があるた
め、注意しなければなり
ません。

○
汚
染
物
の
処
理

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、乾
燥
し
た
糞
便
や
お
う
吐

物
か
ら
飛
散
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん
だ
り
、

接
触
す
る
こ
と
で
感
染
す
る
た
め
、感
染
者
の
糞

便
や
お
う
吐
物
を
処
理
す
る
場
合
は
、手
袋
や
マ

ス
ク
を
使
用
し
、直
接
手
で
触
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
、作
業
後
は
手
を
よ
く
洗
う
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
汚
染
物
は
飛
散
し
な
い
よ
う
袋
に

密
閉
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

ノロウイルスの
感染予防について

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
た
め
に
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
た
め
に
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

  

住
民
課　

保
健
衛
生
係

  

☎
０
４
７
６（
62
）０
９
０
１

予防方法予防方法
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こくみんねんきん

■お問い合わせ
　大和高田年金事務所　☎０７４５（２２）３５３１
　住民課保険年金係　　☎０７４６（６２）０００１
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人のうごき人のうごき
（敬称略）

千葉　倖ちゃん(込之上)
（1月6日生まれ・満2歳）

お兄ちゃんに負けず
元気に育ってね。

父･･･陽一　　母･･･典子

垣野　結飛ちゃん(西中)
（1月4日生まれ・満1歳）
ごはんがだいすきな
　　　　　　　ゆうくん。
もりもり食べて
　　　おおきくなってね !
父･･･忠義　　母･･･江美

おくやみおくやみ

（敬称略）善意銀行善意銀行

深瀬すがゑ

中西のぶ子

森岡　義一

和田　靜光

玉置　和江

假屋佐世乃

前　　利晴

92

93

73

84

86

80

79

5

7

8

11

11

15

22

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

日

日

日

日

日

日

日

（重　里）

（東　中）

（谷　瀬）

（平　谷）

（折　立）

（上野地）

（大　野）

おめでたおめでた
亀本絵玲菜 12月21日
父：達士　母：喬子　　（七　色）

（えれな）　 女

田中　秀憲（重　里） 天野あずさ（田辺市）

ご 結 婚ご 結 婚

和田　玉子

１月１０日は 「１１０番の日」

110番通報の5つのポイント
～まず“落ち着いてください”～

携帯電話から110番するときは
～まず“車を止めてから通報”～

こう ゆうひ

米村　駿一ちゃん(小川)
（１月2日生まれ・満１歳）

笑顔の素敵な駿一くん
お兄ちゃん２人と仲良くネ !

父･･･義一　　母･･･ゆみ

しゅんいち

前田　健斗ちゃん（上野地）
（１月８日生まれ・満３歳）

４月から保育所
頑張って行こうね♪

父･･･健一　　母･･･亜吹香

けんと

事件事故などの通報は、
緊急通報ダイヤル

相談・心配ごとなどは、
警察相談ダイヤル＃９１１０＃９１１０

五條警察署　十津川警察庁舎
☎０７４６（６３）０１１０

①何があったのか。（交通事故・泥棒など）
②どこであったのか。（発生場所）
③いつ発生したのか。（今、５分くらい前）
④今どうなっているのか。
　（犯人の特徴や逃走方向など）
⑤あなたの住所、氏名、電話番号。（携帯電話）

　警察では、110番通報の適切な利用を促進するた
め、昭和61年から毎年１月10日を「１１０番の日」
と定め、110番通報の適切な利用及び警察相談専用
電話などの利用を呼びかけています。 ○一般道路では、市町村名や目標となる建物など

　を教えてください。
○高速道路では、道路名、方向（大阪・三重方向）
　などを教えてください。
○県境付近では、他府県警察の１１０番受付台
　にかかることがあります。
○通報後は、しばらく電源を入れたままにしてお
　いてください。（警察から携帯電話に連絡する場
　合があります。）
○ＧＰＳ機能付きの携帯電話から１１０番され
　ますと、通報場所が警察に通知されます。

１１０番１１０番
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今月の表紙

　新年あけましておめでとうございま
す。本年も村報「とつかわ」をよろしく
お願いします。さて、みなさん正月３が
日は、どのように過ごされましたか。私
の場合１日２日は実家にあいさつ。３
日は成人式の取材へ出かけました。成
人式では、式の意味を理解し厳かな気
持ちで参加している新成人の姿や式
典後の新成人からかけられた「ありが
とうございました」の言葉が印象的で
した。感謝の気持ちを言葉で表すこと
ができる新成人に感心させられまし
た。文字からはなかなか思いが伝えら
れませんが、少しでも伝わる広報誌づ
くりを心がけたいと思います。   （R・M）

新成人の晴れ姿

　あけましておめでとうございます。 
あっという間に１年が過ぎ、時間が
経つのは早いものだと改めて実感し
ています。昨年を振り返ってみると、
４月に初めての異動があり、７年間
過ごした課を離れ、何もわからない
まま村報とつかわを作り始めまし
た。一から何かを作るという、自分に
は一番向いていない仕事だと思っ
ていたので、これが昨年、自分の中
で一番衝撃を受けたことでした。今
年は、昨年よりもみなさんに喜んで
見ていただけるような村報とつかわ
を作れるように少しずつですが、頑
張りたいと思います。             （H・C）

●世帯数　2,001世帯（-９世帯）

●人　口　4,118人（-６人）

（平成23年１月１日現在）

男性 　2,024人（－3人）／女性　2,094人（－3人）

住宅用火災警報器を設置しましょう。
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村内の雇用情報の公開場所村内の雇用情報の公開場所
　役場1階の住民課窓
口の横に求人情報を公
開できる棚を設置し、
どなたでも人材の募集
広告チラシを置けるよ
うにしています。チラシ
を置く場合は、その旨
を役場総務課までお知
らせください。
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